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i
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g
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g
a
s
s
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1
9
4
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ゝ
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，
近

六
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九
三
八)

p
p
，

x
v
-
i
i
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4

2

9は

、

中

世

ブ

ル

ー

ジ

ユ

に

お

け

る

’
金

融

寒

の

展

開

に 

.

っi

て
槪
說
し
て
‘い
る
と
い
ぅ
意
味
に
お
い
て
、
I&
に
、
_

の
ア
ッ
シ
ャ 

1
敎

授

の

研

究

、を

補

足

す

る

4

の
に
ほ
如
な
ら
な
い
0,
本
稿
に
方
い
て 

は
へ
ド
-ゥ
，
ル
l
iゥ
ァ
ー
助
^
!
の̂
こ
•の

著

を

中

心

に

、

ィ

タ

リ

一

商

人 

の

來

供

を

酿

接
_0'
契

摄

と

，
^
て

繁

榮

し

た

，中

10
ブ
ル
r
、ジ
ユ
の
金
融
市
場 

に
■つ
い
て
、

概

觀

し

て

觅

ょ

，ぅ

。

，

 

.

ブ
ル
，
I
ジ
ユ
.の
ほ
か
、
中
世
に
お
い
.て
は
、
パ
リ
、
ロ
ン
.ド
ゾ
、
ア
ヴ 

ィ
ニ
ヨ
V
が
、
:商
榮
の
雷
要
な
中
心
地
で
あ
っ
た
。
然
し
ロ
ン
ド
シ
は
、

,:

ハ

リ

や

ブ

ル

ー

ジ

ユ
4
比
較
し
た
場
合
、
.遙
か
に
後
れ
て
い
た
。
國
際
的 

一：：.む
漱
途
融
活
働
#

、賴

^
寒
％
§

_

入
が
.
握
_

$
ギ
_

ス
;^
は
、ぺ
第」

：
 

十
六
世
紀
に
'人
る
迄
、
こ
の
面
に
お
い
て
い
何
等
重
敷
だ
役
割
を
架
し
て
. 

い
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
パ
リ
，に
關
し
て
は
、
史
料
が
乏
し
く
、
從

っ
.
 

て
全
貌
を
詳
述
し
得
な
い
。
し
か
も
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
は
、
ィ
'タ
リ
I
商

’ 

-

.
人
の
完
金
な
獨
斷
場
で
あ
.っ
た
。
，
'廣

か

に

ブ

ル

ー
■ジ
ユ
の
み
が
、
0

0

B

 

.

«
か
な
金
融
市
歡
と
し
て
、
’ア
'/
ト
ヮ
、

ブ

擡

頭

凝

測

の

：時

期

に

'お
_
:い： 

’，
て
、
と
に
か
く
獨
特
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
' 

i

.

. 

.

f
l

. 

:

:

:

缝

'.
';:
:
:
_

朦
の
ダ
：_

錢
ユ
_

_

^

イ

タ

リ

ー

商

人
* 
ロ
ン
バ
ー
ド
人
及
び
兩
替
商
で
あ
る
。
谷
金
融
業
考 

&

は
、
；：：

享

受
;1
.
で

妒

龙

法

的

地

翁

咬

ぉ

^

.

:

_蓆

な

相

違#
ぁ
ぬ
^

ゥ
1

6;

ば
：没

如

何

な

各

特

權

斯

藝

茗

れ

.て
が̂

の
：
で

あ

ろ

う

：
か

v

--
'

:
.:
::

.
t

ィ
タ
リ~

人
に
っ
い
て
。
ィ
タ
リ
ー
人
は
、
ブ
ル
！
ジ
ユ
-に
來
住
す
る

::
.
ー
や
、
：&

局
に
對
し
、̂.囊

上

め
.特
權
を
：要
求
む̂

;°
か
沈
じ
^
ど
^

リ
ー
人
は
、
' 同
鄕
者
每
ぱ
锘
供
す
る
商
人
居
霞
の
設
定
に

$

功
し
た
。

'ジ
X
ノ
ア
、
.ヴH 

ニ

/^
•
フ
ロ
レ

'/
ス
、
ル
，力
、
ミ
ラ
ノ
の
各
；

.

.
:̂
£
^
:
の
.商
人
漬
別
佩
に
；：：
1
_
会

1

:

_

み

..

.

に
活
動
1
て
い
た
が
、
然
し
、
固
ょ
り
結
束
は
忘
れ
な
か
っ
た
。
特
に
、

:
:

.

_

の
繼
沪
侵
害
さ
れ
龙
龙4

な
揚
洽
、

)

：：_

は
舉
时
汶
共
通0
椒

.-
©
-:
:

;

た
め
'に

闘
0
.
た
.の
.
で

あ
-0
.た
。_
ぅ.
.
' 

...

:

:.

ズ
ル
.
'
.
':
}

^

V
.
ユ
.
.
.
I
B
^
S

.p
r

^
'o
.;T
'-r
:
'タ
：.
^

人
.'に
附
與
#
れ

,*
:

業̂
^

..

>

の
特
權
呔
:'
,長
い
.兖
渉
の
宋
に
獲
得
ム
た
特
許
狀.-0
'
,想
が
：.凇
嗯
定
潘
_
孓

r:
り 

ど
；の
特
許
狀
に
依

：

っ
.て
、'
:姘
何
が
.る
壓
迫
£
鍊
1
て
'^
4
タ
：.浼
4

--
;
'
.;:
. 

商
人
を
市
侧
に
^
い
ズ
保
護
す
べ
き
こ
と
、
通
過
激
，や
港
稅
を
定
額
化
す 

::

る
と
：と
、
難
^
！

諸

醒

光

關

す

冬
:#
'
■
來
の
屋
汝
緩
澈
ず
カ£;
ー
广
，い 

ぷ
が
：決
釔
さ
れ
為
一
：然

し

全

議

務

に

關

す

る

曼

、：

■

;#
の
肢
極
纖
な
.へ
く̂
 

.へ
-
.い
。
：.'恐
ち<-
;
ご
れ
.は
、
^
タ
リ
：丨
_

奶

插

動

が

議
.に
^

しi

國

際

的

で

輪

、
：
從
_々
ブ
：ル
：'5
め
4
審

局

'算
依
っ
そ
务
£,
が
を
：,

3
 

,
制
1
得
な
い
と
い
ぅ
こ4

が
、
最
初
か
ら
明{E

で
.あ
っ
た
た
.
め
■で
あ
^

5
 
り 

■ 

' 

- 

.ぃ
-:
^'
:
タ
_

1

受

羅

ー
.
伶

許

狀

疫

繁

ぼ.
、.
.

1
國
^

行
政
に
參©

す
る
，こ
と
が
出
來
な
か
.
っ
た
。
然
し
、
正
に
、
治
外
法
權
の 

.
莩
受
锴
と
し
て
、
\

ィ
タ
リ*
-
商
人
ル
、
絕
大
な
膽
權
を
認
め
，

5

れ
-
て
、
い 

、た
。

ィ
タ
リ
ー
人
の
谷
居
留
地
に
お
け
る
首
長
は
、

二
人
若
し
く
は
そ
れ 

;

以
上
の
評_

員
に
依
っ1
補
佐
さ
れ
た
領
事
で
.あ
っ
た
。■領
事
は
、
’
本

國I
,

.

.

.

.
,

V  

、

. 

.

.

.

. 

X. 

-

.

.
 

• •» 

. 
•£/-.
 .  

. .• 

i  

.. 

■

•'

,
中
世
1C
,お
け
る
^'
融
取
引
-

,■ 

-
 

-
 

■

丨

,

'-
',;政
府
の
正
當
な
代
表
：で.あ
り
、：：；：管
內
に
起̂
た
す
べ
て
：の..窜
件
に
對
'1
,
へ
. 

:

へ
外
交
代
表
ゼ'1
>汜
街
動
1>
釭

-:
.0
:̂
同
國
人
間
;©
係
爭
淹
仲
裁
す
石
の
も
、

：

： 

>
^'
事
苏
至
ぼ
馨
必
至
卑
す
る
會
賢
で
為
っ.：だ
め
雄
.あ
る
。
-.
:

°

.

■:;
:
.
(ブ
，％
丨
^-
,ユ
.に
解
ぃ
て
^:
、：

C

イ
.タ
リ
/

:^
の
各
顧
#;
-
館
^

.

.
商
業
の
中
.

心
部
た
る
プJ

フ
.ス
.
•ド
ゥ
-
こ
フ
-*

ブ
ー
ル
ス
-に
設
®
さ
れ
た
。‘
フ
ラ
ン
ス

K
.

語
^

^

丰
&

-;
T
^

?i
の
.ィ
：身
3
.
:1
商
人
が
好
ん
で-

っ
：た 

:
•£■
:

:€
>
繁
氧
街
の
€ '
稱
‘

8
幾

る

;0
;で
あ
^
:

#
通
、

^
^
^

;:
鉱

行
.'
-
'
0
兔
賢
易
會
社
は<
氣

吃

拫

捕

を

屬

、
^

ル
1
.
ジ

ネ

そ

：の

他

の

.
へ 

.
'へ̂
1

^

-心
.也
^;

は
':
'

社
鼻
を
派
遭:1
.
、：又

代

老
b

<

.̂
'
通

猜

員

を

常. 

)

;'
v置：，

4

-e

ぃ
^

。
：

 

<然
し
.運

營
0;
^

か
:^

は
:'

全
^

異
な
づ
た
忘
っ
へ
の
遨
が
あ

' 

„ 

ー
ム
や̂
^

:

方
-

^

决
集
權
的
と
略
べ
：ば
パ

つ
.た
の
で
あ
る
。

,

:

 

t 

* 

.

-r
 

-

-

;
.
.
、
.
.
：

.

-
-
-
- -
 
.
.
.
.
-
-
-
- 「

广

-.
.
.

'■
■-\

_

グ
义

七

會

赋

取

餘

ゆ

、

こ
、
の

己
泰

の

型

の

5

:%
-

0

に

最

勒め 

‘
:■
■型
^
®
す
.る

妊

：

i

寶

例

で«.
;
6
先

;-
^
ル
ッ.へ
ッ.ィ

會

社

妒-
っ
"
あ

る

怒
 

で
.あ
卜
、
ぺ
ル
ッ
ッ
ィ
家
の
構
成
者
が
資
本
の
大
部
分
を
所
有
し
て
い
た 

,
の
^
あ
る
。
V
J
の
# .
社
は
、
ブ
ル
ー
ジ
ュ
を
含
め
、
海
外
の
谷
地
に
多
數 

■

餘

断

纂

敉

” 
■

理
薛
_
:
:
有
給
の
使
用
认
吃
％
亦
過
震
私
が
0 .
产
 

暴

^

^

■

0

へ_

_

代

理

_

じ

集

代

趣

べ

倍
の
管
理
人
と
い
ぅ
資
格
に
お
い
て
、
社
用
の
た
め
海
外
に
出
張
す
る
こ 

.と
も
>屢
4
で
あ
っ
た
。
か
か
.る
場
合
、
派
遺
さ
れ
た
こ
の
社
員
は
、
社
員 

と
し
て
受
く
べ
き
利
益
の
配
當
の
攸
沢
に
、
規
定
の
手
當
沦M

給
さ
れ
て
.
 

い
だ
,0
例

え

ば

、

一
三
〇

六

年

に

、
ブ

ル

！
、ジ

ュ

に

あ

っ

て

, ^
班

人

と

レ

;

\ 

•
. 

五

七

-

§

^

.

.、
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•■ 

n
i

田
學
會
雜
誌
.第
四f

六

卷

，
第

十【

號
' 

.

>
,
:

.

.

....
:•
•!■
•.
-
-
..
ハ
'*
■••
••
-.'•.

r;
-
,:;
-.:
-
.
v
.
.
.
v
.

».
;:
.:;
-
-
.
,
.

. 

v
v>v
t;\
' 

. 

•:
.
.
.
.

.'
,r

v-
--
:
.
.
.
.
:
.

:•
'-

て
ペ
ル
ッ
ツ
ィ
會
社
を
代
表
し
た
ギ
オ
ヴ
ァ
ツ
ニ
.
ヴ
ゃ
デ
ー
ー
は
、

に
フ
少
額
の
^

^
を
有
す
る
.社
員
で
も
あ
っ
允
の
で
あ
る
。
V
, 

’

メ
デ
-ィ
チ
、

T

銀
行
の
紙
織
は
、
こ
の
よ̂-
な
ぺ
ル
ッ
ツ
ィ
會
社
の
組
觀 

と
免
'<
-
謂

し

て
.い
た
。

ー
つ
の
金
體
を
形
成
す
る
ぺ
ル
ッ
ツ
ィ
會
社
の 

塌
合
‘f違
•つ
て
、
メ
デ
ィ
チ
，ィ
銀
行
は
、
，獨
立
し
た
‘若
干
の
支
店
よ
り
構 

被
さ
れ
、
#.
吏
庙
は
、
謂
わ
ば
獨'立
し
た
全
體
で
も
あ
っ'た
の
で
お
る
。 

政
策
上
の
絲
1
は
、、'谷
茭
店
の
寶
本
に
對
し
ズ
支
配
カ
を
持
，っ
ワ
デ
ィ
チ 

ィ
家
に
依
っ
て
雜
特
さ
れ
て
い
た
。
か
か
る
支
庙
は
、
本
活
が
榆
定
し
た

除
け
ば
、
本
鹿
よ
り.の
.給
與
本
な
い
吏
店
員
ゆ
一
ん
に
依
っ
て
智
理
さ
れ 

.て
い
た
の
で
，あ
る
。

一
四
六
六
年
に
、
メ
デ
ィ
チ
ィ
领
行
め
ブ
ル

I
ジ
ユ 

吏
^
に
は
、
突
配
人
ト|
マ
，ソ

•
ポ
ル
テ
ィ

'

ナ
'リ
、
副
支
配
人
アゾ
ト
ニ 

ォ

•
デ
• 

メ
デ
ィ
チ
ィ
、

そ
れ
か
ら
扣
，人
の
茭
店
員
、

一
人
の
給
仕
が
い
■

.運
營
の
觀
點
よ
り
す
れ
！
^

大
い
に
地
为
分
權
の
必
要
が
あ
っ
た
。
瘅 

■

出
：の

魅
:^
及
障
腐
の
■
办

想

：*

凌
§
の

爰

配

人

は

、
：
：
涂

« :
'
ぬ
依
沒
—
 

決
货
さ
れ
た
一
般
政
策
の
脑
圓
內
に
お
い
て
、
自
曲
を
與
え
ら
れ
な
比
れ
，
 

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
又
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
の
場
合
ぃ
支
庙
の
如
何 

な
る
上
級
諸
もi

の
決
定
に
贺
任
が
，あ
り
、
こ
九
に
反
し
て
ぺ
ル
ッ
”ツ

‘
、

.
■
威

翁

大

像

靡

■

霞

の

；

翥

虼

纂

へ
.

ら
れ
て
い
た
の
で
、あ
，つ
た。

/ 

; 

ノ

- 

然
’し
、
資
本
に
關
す
る
限
り
ぐ
い
ず
れ
の
場
合
に
.あ
っ
て
驽
社
員
出 

資
に
多
ぐ
を
依
存
し
て̂-
な
か
っ
た
。■運
轉
資
金Q

^K

部
分
は
い
賢
に
、.

,

’

'

..
五

八
-C

 
九
四
，〇)

•

ー_
:ー
般
：
の

響

囊

っ

最
,

1

ー

黌

识̂

^
を

鼉
1

薇

：
レ
ー

:

_

_

の
■

■

釁

篇

■

利

.へ 

.

再
投
衰
さ
れ
た
利_
が
、
資
本
の
主
た
る
源
泉
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
、

•

-
 

1

,

• 

>
 

-

,

♦フ
ル
い
，ジ
’
ュ
に
お
け
る
ィ
タ
リ
一
商
人
の
金
融
活
動
は
、
主
と
し
て
舄

V 

替
手
形
の
寶
買、
' フ
ラ
ン
ド
ル
伯•
ブ
ル
I
ジ
ユ
、®
a
s
局

.
聖
職
^

や

茛
：
. 

吏
に
對
す
を
貧
附
に
限
ら.れ
て
い
た
。
中

世

の

爲

慧

形

怯

、
'裏
書
'が
出
：. 

.

.來
ず
、
又
割
引
さ
れ
ず
、
卽
金
で
買
わ
れ
た
。
外
國
手
形
'を

，
買

珍

，
こ

と

-:
 

は
、：
外
國
貨
幣
を
取
得
す
る
の
と
同
義
で
，あ
つ
た
。

か
か
る
取
引
の.

普
及

：':

•

は
、.信
用
貸
の
擴
大
を
意
味
し
た.0.
何
故
な
ら
、.
手
派
の
賈
手
.は
、
-
將
來
.， 

の
；或
る
日
に
し
か
も
異
な
つ
た
場
所
に
お
い
て
返
濟
し
て
貰
ヶ
と
い
ぅ
約

::
: 

.
束
を
以
て
、'
手
形
の
賣
手
に
對
し
前
貸
を
し
た
こ
と
に
な
る
か
^

で

あ
. 

る

パ

-

パ

.
，

’

、

、

,

.
-

:■
•.

中
^Q

最
も
典
型
的
、な
爲
替
手
形
に
お
い
て
は
、
四
人
の
關
傲
者
が
登

- 

.
，場
し
、.
ニ
囘
の
文
拂
沪
行
な
わ
れ
た
。
卽
ち
、
振
出
人
は
規
金
を
支
拂
，つ
：
： 

"
V
次
引
受
人
_

芽
形
冷
賈
^

)

的
受
人
ゆ
条
の
_
形
含
祖
外
通
信
致
：
9

ー：''
:
ソ 

*
、人
に
送
附
す
る.、
滿
期
に
な
る
と
、
支
狒
人
と
呼
ば
れ
.：る

こ

の

通
#!
員

； 

'

指
定
さ
れ
た
受
取
人
：佐
對
じ
、
'
,外
國
通
貨
を
以
.て
所
定
紙
を
支
拂
ぅ 

.

.の
で
あ
る
。
產

の

雲

は
^

慣

習

期

跟

拂

^

^

^

^

第

十

闯

世

紀

に

ソ 

お
い
て
、
ブ
ル
ー
ジ
ュ
と
パ
ル
セ
ロ
ナ
と
の
間
の
手
形
吏
拂
の
慣
例
期
陣 

は
、

一，! i
.後
三
十
日
で
あ
り
、
ブ
ルI
ジ
ユ
と
、
フ
ロ
レ
ン
ス
、
、ジ

h

又

.へ 

ア
、
.
ヴ
工
二
ス
を
含
む
ィ
タ
リI
の
主
要
都
市
と
の
間.^
お
い
て
は
、d

 

,
■
附
後
ニ
-力
月
が
普
通
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

.'

中

世

の

馨

手

形

は
- '
場
霞
づ
讀
決
矩
さ
：
_

麗

を

淑

で..
荽
 

:

寶
觀
^
取
^-
い
^

ま
が
鄭
纪
^
|
|
|̂
厢
ぬ
觀
£
觉
變
動
ー
;^
1

鑛
^

^
錄

， 

，烈
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
、
爲
替
手
形
の
寶
賈
を
通
じ
て
ィ
タ
ゾ
ー
商
人
が 

餿
得
す
る
利
潤
は
、
必
ず
し
も
確
婼
的
な
も
の
で
あ
ヴ
た
と
は
，い

い

難

, 

い
？
然
し
ハ
ご
の
よ
，
3

に
、
授
機
的
な
拙
格
，を
持
っ
て
い
た
た
め
に
こ
ー 

.
そ
、
却
っ
て
、
爲
替
手
形
の
寶
貢
が
、
敎
會
の
暄
じ
い
眼
を
逃
れ
得
て
ィ 

タ
リ
I
商
人
に
依
っ
て
蔽
ん
，に
樹
け
ら
•れ

る

こと'が
I

た
の
叩
あ
ろ’
.
 

5
0 

. 

- 

.

，■

際

間

の

決

靈

難

參

餐
1

墓

傭

着

灌

零

ノ
 (

深

、る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
.規
金fe
送
の
.必
要
が
排
除
さ
れ：
*
か
ぐ
1
て

流

，丨

，

截

^1
^
.

■

食

_
■」

豪

法

■

■
.

の

讓
■

應

惠

5

、'
;

»§
:

?

^
に
依
.っ̂

流
_

」

疆

な

か

韵

た«

*

特
3

^

_

儒
:0

代
|

--
,
.'-
 

替
物
ど
看
做
さ
れ
て
重
！

T

か
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
づ
た
。

■

,

.

-
■ 

' 

.
 

, 

■
-■;
 

■ 

■
■ 

. 

-
 

V
:

て
贷
附
を
行
な
っK

い
た
、
。

一
般
に
、
貸

附

は

、

非

常

な

，危

隞

を

伴

な

っ

趕

.：

望

麗

は

、

■農

逊

曼

：；ぃ

：
て

塞

盤

■

運
命
が
觅
極
.め
ら
れ
炎
か
っ
た
た
，め
、
失
傲
す
る
こ
と
が
頗
る
'多
か
.っ
た
，. 

.の
で
あ
る
。‘戰
爭
は
、
先
態
の
重
大
な
原
因
之
な
っ
、た
。
若
し
國
王
が
大 

.

戰
爭
に
關
係
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
貸
附
の
返
濟
が
無
限
に
延
期
さ
れ
、
,

商
'人
侧
は
非
常
な
迷
惑
を
蒙
る
で•あ
ろ
う
。
メ
デ
ィ
，チ
ィ
銀
行
の
力
ルI 

.
デ
ュ
'交
庙
に
起
っ
たI

た
る
破
產
は
、
主
と̂

て
、

茭

配

人

ト

，丨
マ 

ソ
•
ポ
ル
テ
ィ
ナ
リ
が
、
大
膽
王
シ
ャ
ル
ル
や
そ
の
一
交
無
し
.の
後
^.
渚

'
冲
世
^
扣

け

る

金

融

取

引

i

.

;■

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
に
對
し
、
法
外
な
賢
附
を
行
な
い
、
そ
の
返
濟
が 

抵
否
さ
れ
た
こ
と
に
肉
來
し
た
の
で
あ
つ
た
。
戰
爭
遂
行
の
た
め
に
、
大 

臢

玉

シ

ャ

，ル
ル
'が
胃
し
た
.か
か
る
危
險
は
、
纏
て
、
國
家
財
政
の
襲
を 

!%
導
か
ず
に
は
措
か
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
‘ 

' 

,

.

,

然
し
、

金
觀
業
務
は
、

琪
賢
に
、お
い
て
、

：

イ
タ
リ
I

商
人
の
多
面
に.
.
. 

•
瓦
る
活
励
の
ー0
め
側
画
に
過
赞
な>
:
っ
へ
た
の
で
あ
る
。
戚
程
、
メ
デ
ィ 

.
^

4鍈
符
風
乂
第
祈
©
麗

私

瘀

け

る

大

：鈒

衧

で

淹

没

满

'.
:
:'.
:®-'
^
:
.:"
, 

.
デ
ィ
チ
ィ
銀
行
は
、

金
融
業
務
の
ほ
か
に
、

依
然
と
じ
て
贸
品
活
動
に
、
 

|

へ

對

及

嚷

介

餐
H
VV
'
相
：

議
業
激
輿
一
ハ

'宋

餐

第r  I

義

的

な

蕙

リ.

'V
:
-が
第
0

,

仲

遺

蓄
1
1每

霉

：靜

聆

世

烫

の

！間
に
參
い
汰
は
、
爸

」

^

ょ

デ

に

ブ

ル

ト

ジ
.ュ
商
人
の
例
に.依
つ
て
も
知
ら
れ
る
通
り
，、
か
か
る
寒
- 

務
の
間
の
明
確
な
分
離
が
、
依
然
と
し
て
i

な
こ
と
r '
i
iし
た
の
で
あ 

っ
た
。

V

 

• 

, 

■
、
‘

H

/ 

•

•

\

-

贫
に
、
'ロ
ン
バ
I
ド
人
に
つ
い
て
。
イ
タ
ぷ
ー
商
人
の
ほ
か
に
、
常

時
„ 

.
の
.ブ

，
ル

ー

ジ

ュ
.に
は
、
他
の
イ
タ
リ
ー
人
金
融
業
者
が
い
た
。
こ
の
種
の
.

金
融
業
者
は
、i.

般
に
.ロ
 V

ハ
ー
ド
人
-と
呼
ば
れ
て
著̂

で
あ
っ
た
。
T1 

'

V

パ
ー
ド
人
は
、
質
業
を
毐
門
と
し
、
.
他
’の 
<
タ
リ
r
人
と
一
緖
に
、
第 

十
三
世
紀
も
未
期
と
な
っ
て
フ
ラ
ン
ド
ル

〔

に
來
住
し
た
の
で
あ
つ
た
。
そ’ 

.
し
て
、
金
貸
が
敎
锊
に
依
つ
て
糾
彈
さ
れ
た
當
時
に
あ
つ
て
も
、
こ
の
口 

ン
バ

丨
.ド
^
4

行̂
な
ぅ
金
貸
業
の
命
队
、
必
要
悪
と
し
て
默
認
さ
れ
て
い 

，
た
掛
で
あ
.っ
'た
。
こ
の
ょ
ぅ
に
，、

口

v

ハ
I
ド

人

は

、
•
必

要

な

存

枉

で

は

' 

‘-V 

-
 

■: 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.■■

. 

I

• 

, 

■ 

.  

•

:

:

五• 九
；-

(

九

虬
I
V
. 

\



學
會
雜_

第
四
十
六
卷
第
ナ

j

號

. 

■

: 

あ
，つ
、
た’が
、
然
しV

同
時
に
、-恐
，が
ら
れ
も•じ
'、
嫌

が

ら

れ

も

し

て

い

た
,

/
 

の
で
來
つ
だ。
-

,
、

：

;

•

‘ 

;

:

:
- 

‘

大
抵
.
の
ロ
ン
パ
ー
ド
人
は
、
ピ
I

ド
モ
シ
ト
の
チ•ィ
エ
^
、
ア
ス
テ
ィ 

:

帶

、の
出#

赍
で
あ
つ
た
。
.

-

イ
タ
リ
I

商
人
の
傷
合
と
同
じ
く
、
ブ
^

-

'

ジ
4

;
に
お
い
て
、

ロ
ン
パ
ー
ド
人
は
、
外
國
人
と

®

さ
れ
て
い
た
が
、
.

ぐ

パ
然
■
v

:

_

_翁

め

#

^
依
■

何
等
：i

雪

：.，二
 

W

れ
る
と
い
う
^
と
は
な
か
や
た
の
で-あ
る
。
.口
ン
バ
ー
ド
人
は
鑑
札
を
得：
. 

て
^

s

を

醒

じ

た

。.
.■第

十
四
i

の
初
撕
に
お
い
て
は
、
.
鑑
札
が
、
取 

當
局
に
依
り
、
相
應
の
，手
數
料
を
年
度
毎
に
茭
拂
.う
と
•い
う
條
件
に
お
い，

で

、
附
與
さ
れ
た
。
こ
の
鑑
札
に
依
つ
で
へ
13
ソ
バー

ド
人
は
、
賢
質
的

.

■

■

局S

摻

驗

鑛

滿
_

1

翁

雙

め
'馨

唐

^

:'
,;
:
;
'
.
.
'
:

し
7:
.せ
於
：バ
：：-

^

处̂
間
^

#
ぜ

猫

「

：特
に
«

&
ぁ
^
茂
^

種
類
の
犯
罪
に
對
し

V

も
犯
行
渚
の■み
i
責
.任
を
負
い
、
親
戚
に
‘は

及

ば

ノ
 

な
い
と
い
う
こ.と
に
な
つ
た
。
同
時
に
、

ロ
.シ

バ

ー

ド

人

は

、
，
財

產

贈

與

■

免
_

暮

_

が

逢

^
^
:
親

腐

■

識
_

沛
^

^

.-:
:
;
:
:
:ー、

::
さ

：れ

石

時

に

は

、
：
：

.
六
丸
月
前
に
齋
街
ざ
れ
、
：

_

麗

に
_

業
：

の
：： 

一A
:

の
盤̂

.'
:
,理

が

可

熊̂
及

る

馨

焚

ぁ

タ

噔
.
^
奴

赏
^ ;
:
:
:
極

端

警

利

麗

は

:̂
> 

行
な
つ
.て
差
吏
え
な
い
職
業
の
う
ち

>

か
ら
、
除
外
さ
れ
て
い
た
が
、
然
し 

罰

金

卿

：*
i

®

低
額
.で
本
m
幾

嵚

请

：_

#

五
泄
紀
‘塗

マ

文

、
：
 

詐
欺
は
嚴
禁
さ
れ
た
が
、
然
し
、

ロ
ン
パ
ー
ド
人
に
對
し
、

「

金

錢

の

た
, 

め
に
金
錢i:

啥

贷

附

こ
.と
が
、:'
.
:
,
許
容
さ
淑
^
:
尤

も

嘗

的

に
'は
穴
: '
'
'.
5 

侬
然
と
し
て
ロ
ゾ
バ
ー
ド
人
は
排
斥
さ
れ
、
公
然
.だ
を
罪
人
、
冷
酷
な
高 

.一'利
®

と
.看

做

さ

：れ
：て
、
甚

だ

不

評

判

^
あ

；つ
た'の
：で
あ
る"

,

:
■■
-

' 

-

.

.

-
 

，

六
〇:

(

九
四
ニ) 
•

ブ

ル

：-'ジ
ュ•
•に
お
け
る
口
ソ
バ
！;K
人
の
質
码
は
、
多
く
、
部
外
の
聖-
 

.

ギ
ル
敎
會
の
囊
の
靜
か
な
地
楓
に
集
っ
て
い
た
。
ブ
ル
丨

'ダ
ュ
■
の
都
市
へ 

-圖

、

そ

の

他

め

史

料

に

依

れ

ば

、
，'
ロ

 V
、

ハ一

ド
人
の
谷
席
鋪
は
、
柑
當
に,
 

、：:'
:
'
.
遞

激

_

を
-
^
_
麗

^

装

：は
0
:
,&

砑
が
あ
荷
苊
#

な
毫
所
道
其
や；
_ 

家
其
に
至
る
迄
、.七
.に
か
く
質
，入
れ
さ
れ
た
品
物
女
保
管
す
る
た
め
に
、 

廣
い
場
所
を
必
要
と
し
た
かk
に
ほ
か
な
ら
な
い
の"で
あ
ろ
ぅ
。

厳
一
■

也̂
：

:
灾
、^ :
及パ

：：

W
龙

ば

、)

-

.

ル
伯
か
ら
身
分
の
减
い
織
密
エ

.
ン
日
葡
職
人
に
至
る
迄
へ
と
に
か
く
す
べ

〜

 

，'
て
の
階
層
に
對
し
て
金
貸
'を
行
な
っ
て
い
た
。
然
し
、

口

 V

パ
ー
ド
人
の 

金
貸
の
、
■

象
、
は
、
主
と
し
て
.、
.
出
攣
に
迫
ら
れ
た
大
衆
で
あ
っ

'た
。’
職
<

ゾ

附
か
っ
.允
塲
合
、
道
具
を
受
出
す
こ
と
が
出
來
た
け
れ
ば
、
こ
.の
職
<
. 

V
::

は
§
更
_
莕
'.
1
>い
也
場
尨
猶̂

^
れ
な
け
れ
ば
^>
—

>^
で
あ
る
ぅ
;,
0

: 

.卩
ゾ
バ
|
ド

^

は

、
利

子

と

し

て

，、

一
磅
に
付
き
一

-
週
一
一
片
'を

取

立

々
 

る
こ
'と
が
出
來
た
。

〉

こ
の
率
は
、
年
利
四
十
三

パ
： -

セ
ン
ト
三
分
の
二
に' 

、
相
歡
取
.; t
.
:が

か

：ぶ
：法

外

讀

乇

舉

欺

、
：

'勿
論
、；*

職
者
を
、酷
く
憤
慨
さ 

.せ
た
。
然
し
、

ロ
 V

、

ハ

ー

ド

人

に

依

っ

て

貸

金

に

對

し

耍

求

さ

‘れ
た
.こ
の 

:
:
.
,
高

砂

利

玉

'«
ー
保
徵
料
-.
.:
;
.
祂
代
>
:
賃

銀

：
；
，
-
札
龙
啤
々
.更
新
す
る
際
迄
耍.
. 

\：

す
る
取
數
料
^
あ
め
他
邊
切
^
響

を

含

め

ヽ

^

り

得

名

穿

べ

て

の

出

費 

:

一
を
相
殺
し
：
て
：、

.，
臂

：っ
相
當
尨
餘
剩
が
あ
々
た
か
ど
^V

か
は
、：
甚

だ

描
; ̂

、
、
：
疑

わ

：し
ー
い

''
-
?̂

^
の
擧
_

る

讓

は

、
：
^

の
種
の
仕
事
の
：利

錄

と

此

較

. 

し
-て
、
法
外
に
高
ぃ
も
の
で
は
な
か
っ
た
ょ
ぅ
に
思
ゎ
れ
る
の
セ
ぁ
る

;0
.
.

'
:信
用
使.
の
設
資
と.し
：て
、P
V

バ
，0|
-
.ド
人
ゅ
、、
.
.41
.日
;0
.
質

札

拉

V
:

;■
, 

る

數

種

類

の

頌

り

證

襄

闬
u

v

v-
:た
o
.
.單
に
ク
國
王
や
貴
族
欠
對
す
る

' 

.一': 

贷
附
の
場
合
に
お
い
て
の
み
、

n

ン
バ
ー-K
人
は
、
少
な
ぐ
と
も
二
人
の 

.寥

戴

會

員

办

出

席

を

得

贫

：

_

貪

に

供

々

七

作

成

暮

私

だ

證

：の
契

^

. 

3
 

喪

を

、
取
交
七
し
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
公
證
，人
制
度
が

.■
»

フ
ラ
ン
ド
ル 

に
お
い
て
は
、
イ
タ
リ
ー
に
お
け
る
程
一
股
的
で
は
な
か
っ
た
‘の
で
あ

る
。
 

- 

し

.へ、'ぐ
--
-
*年
以S

k

受
:«
洛
れ
如
1\
:被
_
は
.、.
'簡
戡
仏
沒
收
在
れ
耙。
:^
^

—

ド
人
は
、
假
令
盜=
rl
r
l
を
牴
常
と
し
て
金
錢
を
贷
じ
た
場
合
に
お
V

て 

%:
■;
'
#

8

0:
避
濟
淹
免
出
て
蜜
突
克
だ
が
冷
應
.

(

盜
ま
の
舊
观
省
者,

;-
.
,
:
:
:

 

こ
；れ
々
抵
當
と
％.て
貸
1.
'

.

た
_

身
ロ
シ
|>
>

:
,:
)

.

ド
^

漱
對̂

免
益
が
完
全
に-
1

.

 

.

返
濟
さ
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
、
盗
晶
の
返
還
を
要
求
す
る
こ
と
が
出
來
な 

か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。. 

-

■,
.

四 

.，

• 

最

後

に

：！#
商
に
つ
い
て
。

'イ
タ
リ
I

商
人
，や
口
ゾ
バ

|
ド
人
と
遨 

い
、
r t
替
商
は
外
國
人
で
，は
な
く
、
-正
し
く
市
段
で
あ
る
必
要
が
あ
つ

鮮

を

獲

得

_

舊

_

篇

_

兩

養

養

讓

1

«

.來
た
- 0

特
殊
な
イ
タ
リ
ー
人
を
除
い
た
な
ら
ば
、
ブ
ル
ー
ジ
ュ
に
お
け
る

.

一

き

昏

り

書

分
.場

若

養

錄

稷
-
齡

る

詹

馨

別
|

_

免

貴

 

_

f
富

■

1 :
_

_

翁

.：：

:

响
&

商
ど
な
る
こ
と
が

£

來

な

か

ら

た

。
：
然
し
、
蓀
婦
が
、
，死
ん
だ
夫
.の

.

.

.

.

.

.

.

••
•
.パ.
.,..

.

V

.

.

.  
-
'i
:
-
'
、

•;..'..

..

.
'
.
.
.

-,
■
.
■,
-.
 

-
. 

二.
.*.
:
.::
.
.

V
.

•.
'
. 

-
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

•;
'
•
•
.
.
'
-
-
. 

.

:■
.
:
,'•
.
、.
.

.

•■•
-
.
.

仕
事
：を
代
狩
す
る
.ど
と
：は
、
,f

向

に

堯

家

え

な

：か

つ

：
た

め

，
で

あ

る

'
。 

淑

兩

替

苘

は;.
'
'
靡

：取

席

尤

同

篇

の

霸

を

享

受

1>
.

^

い

た
i>
、
.
同
時 

:
に
.
'-
>

«

替

商

，
と

；
し

.

.て
：
、
”

舍
干
吖
義
務
を
も
負
わ
省
れ
て
い
：た
の

.
で

：あ
つ
へ

：
. 

好

。'
:
'第
.一:
.
.に̂

南
&

ば
>
:':
<
通
貨
ヒ
關
す
る
»

々
女 

を
:1
>
.
養

に

震
^

ば

：な

ら

な

が

つ

*:

の

次

あ

る

：
。

そ

し

て

、
-
若 

.與

へ

貨

幣

啥

選
.0

好
和
し
龙
々
、
.
«

貸

：を

削
t

欺

つ

，
た

：

:

地
金
冷rt
出 

,
'-
1
.
だ
^

、,
者
:1
.
.載

禁
:1
1
?
さ

れ
.

^

い
：る
貨
幣
を
流
通
き
#
た
り
し
た
罪 

が
、、
發
覺
し
た
な
ら
ば
、

•

こ
の
南
替
商
は
、
荀
酷
な
刑
に
處
せ
ち
れ
る
：こ 

と
に
な
公
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。
か
か
る
規
定
の
下
に
お
い
て

.
、；:
罾
員

:释
%

邀
商
ぬ
賴
ゃ
元>

逾
貨
龙

關$

が

遷

办

逭

確

处

靈

を

圖

り
、「

. 

以
て
兩
替
商
に
對
し
、
，
，公
共
の
た
め
の
機
能
の
一
つ
を
擔
わ
せ
，ょ
ぅ
と
：し

. 

た
わ
け
で
あ
る
？
然
し
、
必
ず
し
も
、.
^

局
の
^
待
す
る
通
り
の
成
果
は

が

で

■

一.：難
 

^
歡
1>
ブ
_

1
ダ
誇
说
お
ぃ
尤
は#
厕
替
摘
に
從
事
す
る
人
々̂

 ̂

i

\

c
少
數
で
あ
‘つ
だ
。
そ
し
て
、
第
七
四
世
紀
に
お
い
て
は
、
と
芯
か
く
、 

十
>五
•六
人
か
ら
の
兩
替
商
が
い
た
が
、
然
し
、
敷
十
.五
，
世

紀

を

通

じ

て

、 

雨
替
商
は
、
馑
か
四
人
に
減
、少
じ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
つ
、た
。

•

ブ
ル
ー
ジ
.ュ
に
お
け
る
雨# -
商
の
事
務
所
め
大
部
分
は
、
織
物#
館
や
：
 

'-
;'-
.-:
:
:
:
;-
--:
%
.»
:y
.

^

^^ '
'

ゾ
•

プ

ラ

ス

街

の

蒸

隅

の

聖

ぺ

ー

;

|

橋
の
附
近'に
あ
つ
た
。
齔
ぺ
I
 

.

.
タ
I

橋
は
、

こ
の
た
め
，、

「

丽

ン

替

商.街
荩
尨
る
橋

」

.と
も
呼
ば
れ
て 

い
た
9

ゴ
^

パ
I

ド
人
が
持ク
て

い

、
た
、
大

き

な

^

^

所

と

此

較VL
て
、
兩

■:
:
.
-
- 

.

.

. 

•
.
.
.
'
. 

.

.
r 

.

.

.

'•
.
.
. 

..
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V
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V
.
.
- 

;
-
.
v 

.

.

.

. 

. 

. 

.

.. 

.. 

V
'
.
-
.

.,

.■:
■
■'
 

. 

-
- 

I.
■■

■. 

•
_ 

.

.

.

. .;.
-■■.
.「

.•■
■.
.
.
.

 

'
:■
■
■..
.
.
.
'>
•.:-.
.
.
.
.
.
.
"

へ；-.,
,'

■■■:

.

.
\
 
'

.•
• 

„ 

. 

,■

.

六 A

 

公
 S

I
D

 

,

ヽ

-



.

-

學
會
雜
親
-

第
卧
十
六
卷
第
十
一
屬

.

:

■へ
：

,

め
、
I

商
は
ぃ
質
‘業
を
大
規
箱
に
開
始
す
る
た
、め
の#
格
;¥
ぉ
い
て
、
" 

缺
け
て
.い
た
。
從
っ
て
、
，若
し
雨
替
商
が
質
業
、に
手
を
出
す
な
ら
ば
、
ご
，
 

の
兩
顧
商
は
、
顧
客
の
信
用
を
害
す
る
こ
.と
に
依
っ
て
ハ-、
と

に

か

く

、

破

產
も
P

れ
な
か
つ
.た
こ
と
で
あ
ろ
，ぅ
。

ノ

'
‘

.

.

.ン

.

.
•
•
.
.
.

一.
.
.
.
.
.
.
.
- 

.

' 

-
V 

 ̂

.;■
:
•;.

-

..
.•.
'
'•r
---
-;
,'、‘'
v
f
.o
.n
,
:;'
.、
：
乂
 し

....-;:.

•

/ 

'
:•■
> . 

.-
- 

.■
■.「

；

-
- 

.
,
:
v 

.'パ
'.-、
.
.
:
'
J
/
'■-
 

.■

蓝

ゾ

ル
.

丨
ジ
ュ
の
金
融
市
場
に
ぉ
い.て
活
躍
七
た
ニ
人
の|4
4

替
商
の 

泠
社
帳
簿
をi

す
る
こ
と
に
依
つ
て
、
ブ
ルI

ジ
ュ
P

お
け
る
兩
替
商_ 

の
活
動
のr

端
に^

4
,

て
見
ょ
ぅP

ブ
ル
}

ュ
.
の

市

立

記

錄

保

存

所

に 

は
、
ギ
ラ.
ゥ' 
ム
•

ル
ュ
ィ
エ
4

ど
|¥

ば
れ
な
兩
替
商
の
茺
帳
が
ニ
册
、
ほ 

か
に
、，
口
ル
ラ
ル.

—

 

•

ド
'>
.
.
.
マ
ル
ク
と
呼
ば
れ
る
雨
替
商
の
仕
撒
帳
一
一 

册
、
元
帳
五
册
、
ア
小
フ
ァ
べ
ッ
卜
順
の
栽
屢
索

m

l1
姗
が
‘
現
存
し
て
いh 

名

。
、
ル
ュ
'
.ィ

H

ル
の1

R

帳
に
っ
い
て
は
、

一
っW

貸
®

照

表

扒

肩

つ

.
て 

い

る

。

乂

n

ル
ラ
ル
ド
.

K-
l»
-
ノ
-

•

マ
ル
グ
の
ー
兀
帳
か

•
ら
，
は

、

五
う
の
遠
つ 

た
Hr

附
の
勘
{

疋
淺
高
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
し
で
、
.こ
の
二
人
の
兩

簪
商
0
會

訃

麗
_

約
始
_
找
^

ーュ1
1
^
<
:
擊

盧

着

遍

|:
满
歐
麵

る
I

の
-で
ぁ
っ
た
。
.
‘
 

‘

.

,

-

.

—

仕
譁
帳
免
の
„記

人

は

、

嚴

密

に

年

代

，順

で

あ

っ

た

。
續

い

て

、

仕
_

帳 

か
ら
、
！兀
帳
に
轉
記
々
れ
た
。
宛
帳
は
、
人
名
勘
宏
を
持
づ
て

i

る
に
過 

ぎ

な

い
.'
:R

帳
の
な
か
に
は‘、
資
產
勘
，定
も
、
'

. .
•經
費
勘
定
も
ー
利
罾
_
定 

も
、
總
じ
て
'謂
ゆ
る
物
i

定
に
常
る
も
め
は
何.■一
 

っ
-4

众
か
っ
た
の
で 

あ
る
。
祓
式
簿
紙
を
、I
に
ィ
‘タ
'リ
I
人

は

知

，っ

て

い

た

が

へ

然

し

ノ

ギ 

ラ
*
ム
，/
ル
ュ
ィ
"

H

ル
も
?.
ル
ラ
ル
-ス

•
ド

ゥ
•
マ
ル
ク
，も
、
典
に
、
單 

式
鄕
記
に
據
っ
て
ぃ
た
の
で'ぁ
っ
た
。

< 

>

*•
:

'/
'

.

 

'

5 -
一
 

.(

九
呼
四)

.

コ
ル
ー‘フ
，ル
ド
♦
，ド

ゥ,

マ
ル
ク
の
冗
帳
の
一
っ
を
取
れ
ば
、
人
名
勘
锘 

レ

’
の
な
か
.に
は
、\
ー
、

一
 

0
C

5

人
も
の
人
々
の
名
前
が
見
文
た
。
こ
の
數
氺 

,

;

は
、
兩
替
商
の
仕
事
が
、
如
何
に
重
要
，で
あ
っ
た
か
を
示
す
。
こ
れ
等
の 

' 

.，人

.々

の
-#
く
は
、
成
，程V
行
！

^
の
.客
で
あ
っ
た
-か
V

知
れ
な
い
。.
然 

.

し

、

，コ
ル
ラ
ル
*ド

•
ド
ク;.
マ
ル
ク
が
ぃ
少
な
く
と
も一
一0
〇
A

の
常
容 

を
持
つ
てi

だ
こ
と
は
踏
實
で
あ
る
。
ブ
ルI
、ジ
ュ
の
人
口
は
、
第
十
四 

'
世
紀
に
お
、い
て
ハ’四
萬
人
を
越
ぇ
て
い
な
が
っ
た
か
ら
、
恐
ら
く
、
四

十
.

.
,
人
若
し
く
は
三
十
五
人
に
一
人
が
預
金
^

^
を
持
っ
.て
い
セ
こ
，と

に

な

ろ■ 

と
，

頭
金
勸
定
を
蹄
つ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
ょ
う
に
、
と
に
か
く
ブ
ル

-  

i.
.
; ~

ジ
ュ
に
お
い
て
は
：
早
く
も
、̂
想
さ
れ
か
以
上
に
、

一
般
的
な
傾
向1.
.
 

.

.

.

と
な
つ
て
い
た
の
でI

。
 

• 

. 

/

 

,

.

.n

ル
ラ
ル
ド
.'
ド

ク•

々
ル
ク
•や
ギ
ラ
ク
ム
•
ル
ユ
イ
エ
ル
は
、
記

帳-:

.

.
に
際
じ
、‘
仕

事

の1

か

ら

、
出

來

る

限

り

芷

確

を

期

し

た

。

こ
の
ょ
'
う

^

帳

摩
■

1

讓

观

遭

焦
§

霞

!

,

_

替
^
^
^
^
'

.

は
、
兩
替
榮
務
の
ほ
か
に'
預
金
業
務
を
も
_

ね
た
金
融
榮
教
で
あ
っ 

,

た
。
兩
替
商
の
事
務
所
は
、、
禪
備
金
の
保
證
の
上
に
運
營
さ
れ
る
商
業
銀

、輩
；：

i

:
 

<

確
保
し
て
置
く
こ.
と
に
依
っ
て
、
預
金
渚
の
‘不
時
の
吏
拂
要
求
に
勸
し
膘

■ 

じ

炎

小

れ

，ば

な

ら

炎

か

っ

た

の

で

あ

っ

た

。

-

、

，

.
,
こ
の
ょ
う
.な
兩
截
商
が
行
な5'
法
た
る
藥
務
の
う
ぢ
に
は
、
然
ら
ば
、

.

‘

如
何
な
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
。
ブ
ル
I
、ジ
ュ
に
お
い
て
、_兩

替

.

.

商
が
舞
し
て
や
た
重
太
た
職
能
と
し
て
林
、
地
金
の
寶
貢
.
預
金
柒
激
及 

,

び
準
備
金
餘
剩
分
の
貸
附
や
投
資
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。

 

.'

.

地
金
の
喪
買
。
こ
の
三
っ'の
業
務
め
ぅ
ち
、
最
初
の
地
金
の
寶
貿
は
、 

貨
幣
の
！

g

替
ょ
り
も
、
苋
に
重
太
な
冲
屬
欠
特
っ
も
の
で
あ
っ
た
。

.
兩
' #\

 

商
は
、
大
衆
と
迪
帶
同
と
の
間
の
迎
絡
に
當
っ
た
。
そ
し
て
、
正
に
、

-

こ

‘

;^
0:
;
ぅ

众

續

を

通

尤

：
康

^

^
漉
梂
汶
卷
融
:#
煬
0:
醫

な

^

^

^
':
:
,
:

に
、
i

的
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

>

中
11
|
:
を
通
じ
て
、
フ
ラ:/
ド
ル
に
お
い
て
は
、
，
グ
、ロ
丨
ト
'を
貨
幣
單
位
，
 

と
す
る
銀
本
位
制
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
金
貨
^ '
、
グ
P-
I
ト
貨
と
兩
替 

さ
れ
た
"
然
し
、
交
換
率
は
、
當
局
の
如
何
な
る
機
力
を
以
て
し
て
%■
、
丨
丨 

住

意

ぬ

決

楚

：す
|

它

^

來

な
.が

-0
、％
:
._
ぬ

交

換

讀

：興

へ

益

畫

に

卞
 

含
本
ル
§
:
愈
の
：最.
>
眾

簾

貨

嫩
'̂
:
|
1
ま
れ
：る§
#
:

!
播
煬
祀
^
#
^
:
:'
:
- 

金
と
紙
と
の
交
換
！
-、
こ
の
三
っ
を
十
分
に
參
酌
し
て
確
定
さ
れ
な
け
れ 

ば
な
ら
だ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
若
し
こ
の
三
っ
の
條
件
の
ど
れ
か

t

つ
^

で
も
變
俗
が
ii
a
-れ
ば
、
金
貨
の
銀
货
に
對
す
る
交
換
率
は
直
ち
に
改
訂
さ

_ 

• 

れ

な

，け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

の

で

あ

っ

た

。

.し
か
も
、
金
贺
を
紙
貨
と
交 

換
す
る
際
に
は
、
雨
替
商
に
對
し
手
數
料
を
交
拂
枕
及
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
若
し
預
金
渚
が
級
货
に
依
っ
て
預
金
し
て
い
た
な
ら
ば

「

こ
の
人 

は

、
銀

货

を

以

、て
预
，金

を

别

出

す

こ

と

は

.出
來
る
が
"
然
し
、
若
し
、
銀 

貨
の
代
り
に〜

金
貨
を
翅
む
な
ら
ば
、
手
數
料
を
茭
拂
は
‘な
け
办
ば
九
らI 

な
か
つ
た
の
ゼ
あ
る
。

■
ノ
 

• 

■ 

- 

V
 

,
通
货
に
關
す
る
規
定
に̂
4
ば
、
兩
替
商
は
、
大
衆
か
ら
質
っ
た
地
金
I
 

を
、
，悉
く
造
篤
に
引
派
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
實
-
雨

#
商
は
、 

i

局
の
質
上
價
格
が
地
金
の
市
價
を
上
廻.る
限
り
、
地

金

を

造

幣

威

に

'

力
彼
し
た
。
若
し
茁
貨
が
、
轍
入
超
過
の
‘た
办
、
海
外
へ
流
出
す
る
な
ら

-

.

:

■
-
 

: -

'

-
■

■
 

- 

■ 

■ 

: 

. 

. 

‘
•

,f

中
世
に
お
け
，る
命
融
取
引
 

> 

»

ば
' '
.
こ
の
結
果
と
し
て
、-地
金
'
^

独®

E
g

に

お

い

て

枯

褐

し

、

か
，く

し

.

て
、
造
^
1£
の
茁
常
な
機
能
は
停
止
を
餘
儀
な
く
さ
れ
ガ
で
%
ろ
う
。
造 

■

乃g

常
な
^

^

:

^

.襲

麥

れ

齊

_

の
、品
位
俾
■
:

ぃ.  

已
む
を
得
な
い
。
箪
位
銀
貨
中
に
含
ま<
る
鋇
の
量
|

じ
、
.惡
貨
吖
流
；；：V
: 

通
は
避
け
難
い
^-
心
ろ
と
な
ろ
う--
?
.と

に

か

く

貨

幣

の

不

延

-^
.
、
中1!
1
:
に
' 

:

.
、 

お
い
て
は
、
品
位
を
低
下
さ
ぜ
る
根
本

k

因
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

'

品
位
ひ
引
上
げ
と“
う
こ
と
は
、
單
鲁
貨
窜
に
含
ま
れ
る
銀
め
跫
を
--
:
.
, 

增

す

こ

と

に

依

、っ
て
、
，
金

位

を

高

め

る

^
:
と
で
あ
ろ
う
。.再
ー
ゴ
再
四
、

ブ
.

ル

ゴト
1
1

ュ

务

は

、
-
グ

，口

ー

'ト
貨
の
金
位
を
高
め
ょ
う
と
し
、
現
に
、
長 

•い
間
こ
の
高
い
金
位
を
雜
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
金
位
の
が
か
る
引

' 

上

げ

に

依

つ

て

、
震

は

下

落

し

賃

銀

は

，下

降

じ

た

。

若

13
漬

が

從

來
.:
'

;©

警

凌

持

續
_

德

只

通

貨
0

谨

.は
恐
賞
べ'秦

虞

屢

證

负

じ

め:.

篇
p
fe
:

>0
.
5
--
!
.o

(

寒
實

：！&

九
::
0
年
疼
行
な
わ
4
^

逋
潰
'<
0,
:引
締
碜
樣
、ブ 

ル
ー
ジ
ュ
に.暴
動
を
蓀
き
起
し
、
怒
つ
た
^
^
.
は
市
の
犯
入
役
を
貌
害
し 

て
し
ま
っ
た
程
で
あ
っ
た
。，

ノ

' 

•
- 

若
し
疋
貨
が
外
國
と.の
茭
拂
の
た
め
、に
必
耍
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
商
人 

は
、
，恐
ら
く
、
ぞ
れ
を
預
金
勘
婼
か
ら
支
拂
う
で
あ
ろ
う

S

こ
の
た
め
、-  

銀
行
の
準
備
金
は
滅
少
す
み
。
七
か
も
、
中
世
•の
金
融
槳
者
は
、
簡
雄
に 

貸
附
を
.受
け
.る
こ
._と
.が
出
來
な
か
'っ
た
た
.め
い
' 
準
權
金
に
お
け
る
と
■の
ょ 

う
な
滅
^

\
は
、
同
時
に
、
業
務
，の
衰
退
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の 

で
あ
る
。

/■
'

-

_
 

I

，■
\
.

■

預

金

業

務

。

ブ

ル

ー

ジ

、
ュ

に

お

い

て

、

.銀
狩
預
金
は
、
支
拂
手
段
七':
1
.
.
、

、

.

•
/ 

,

/ 

.
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n
llf
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學

臂

雜

認■舉h

十
-六

卷
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第

十

一

，
號
.

.

*

•

.

 

.

. 

, 

. 

’ ノ
-

ヤ
、
 

跋
く
利
用
さ
れ
て
い
た
。コ
ル
ラ
ル
ド
-•
ド
ク

•
マ
ル
ク
.や
ギ
ラ
ゥ 

ム
：•
ル
ュ
ィ
エ
ル
.の
帳
鄕
に
依
方
ば
、’勘
定
の
概
啓
記
入
に
依
る

i

义
挪
' 

-が
、
规
金
灾
拂
の
數
を
遙
か
に
凌
駕
し
て
い
，た
。
支
拂
の
多
く
が

、
' 特
に 

商
人
間
に
♦お
け
乃
大
抵
の
亥
拂
が
、
銀
行
に
お
.け
る
预
金
勘
定
を
通

.1
:
て 

が
な
わ
れ
た
‘の
で
あ
っ
■た
。
銀
仏
預
金
は
振
替
が
容
黏
で
あ
，り
、
常
時
->

'

)

へ
鹼
拟「

貨
幣
吹
^

^

^

^

と
看
做
さ
«

汶
以
耘
程
汶
あ
费
尨.の
：负
あ
.5

る
。ノ
 

 ̂

.
 

■

-

中
世
に
お
い
て
ル
、
小
切
字
が
未
だ
利
用
さ
れ
て
.い
な
か
っ
た
。
勘
定 

め
振
#
記
入
は
支
拂
人
と
受
取
人
と
が
相
對
し
、
ば
頭
の
指
帝
を
以
て
行

ハ
：_

ル
た
_

|

懸

中
■

奮

蔣

，

鐘

量

锁

碧
■

*

'
一_
指
新
變
麻
浹
受
取
人
漱
册̂

^
->
<
:
'、

)

：：_

ぉ

沢
:^
ー
へ
然
^

鎮
 

—

ジ
ュ
の
双
ほ
は
、
裁̂
-に
お
い
て
、
支
柳
は
、
相
手
方
の
同
意
な
く
し 

て
は
不
売
&
で
あ
る
と
判
決
し
た
。

フ
ロ
レ
ゾ-ス
の
-法
律
も
、
支
拂
が
行 

.な
わ
れ
る
際
に
は
、
受
'取
人
が
出
席
す
ベ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
の
で 

あ
る
。
 

. 

.

，
ブ
ル
ー
ジ
ュ
に
お
い
て
は
、
支̂
人
と
受
取
人
と
が
同
一
の
兩
替
商
の 

願
客
で
あ
っ
た
場
八U
、
勘
定
の
振
#
記
入
が
可
㈱
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
放 

な
い
。
交
拂
人
が
或̂
兩
#
商
の
，i

で
あ
り
？
受
取
人
が
他
の
兩
替
商

'

,

お
い
て
は
、

集
機
的
な
手
形
交
換
制
度
も
な
し
に
、
と
疋
か
く
效
泶 

的
£
f r
な
わ
れ
て
い
た
。.
こ
れ
は
、
す
べ
て
-の
兩
替
商
が
相
互
に
整
理
勘

•

,

•
/-
: 

., 

>
六

四

(

九
四
六)

-

定
を
持
っV

い
た
た
め
ち
あ
っ
た
。

コ.ラ
.ル
ド
•
•ド

ゥ
.
マ
ル
ク
が
活
_
 

し
た
頃
ノ
ブ
ル
.丨
ジ
ュ
に
は
十
五
人
か
ら
の
兩
替
商
が
か
た
ぐ
こ
の
ぅ 

ち

、

コ
，
一
フ
如
，
ド

.
'ド

ゥ
*
マ
ル
ク
ば
、
十
四
人
の
兩
替
商
と
整
理
勘
定
を 

.
持
っ
て
い
た
程
で
あ
っ
た
。

‘

.，

. 

>

J〈

-i
片
據
へ
-.
V
み

貸
附
及
ぴ
投
資
。
兩
替
商
は
爲#
手
形
を
割
引
し
た
り
、_
入
し
た
り
.

.

.、
七
な
い
で
、
預
金
者
に
對
じ
預
金
額
以
上
の
、も
'の
、を
振
出
す
と
い
ぅ
形.に
： 

お
い
て
、
盛
ん
に‘信
用
費
を
行
な
つ
て
い
た-v
o
コ
ル
ラ

ル
ド

，ド

ゥ

•
マ 

.
ル
ク
や
ギ
ラ
ゥ
ム
*
ル
立
么
エ
ル
め
元
帳
に
お
け
る
大
抵
の
常
座
貧
越 

.は
、
明
ら
か
に
商
人
や
そ
の
他
の
事
業
家
に
對
す
久
も
の
で
あ
っ

^

’叉

.

.兩
替
商
は
，
大
歡
は
商
人
と
共
同^.H

業
や
危
險
な
貿
易
に
直
接
金
銭
，

. 

を
授
入
し
た
？
然
し

g

替
商
の
投
資
能
力
は
無
限
で
は
，な
か
っ'^
何
稗 

,
な
ら
、.
中
世
に
お
い
ズ
は
、
中
央
齦
行
が
存
在
せ
ず
、
從
っ
て
金
融
業
者

'
'

「

•,
;
蜣
齋
矽
_
持
め
親
金
_
依
存
す
名
以
外
に.な
ぐ
、"纂
辟
對
す
る
必
耍
の
，
 

增
大
に
も
拘
わ
ら
ず
、
限
度
以
上
の
贷
出
を
契
約
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
、

. 

っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
じ
て
、
こ
の
點
が
又
、
中
世
の
信
用
.制
度
に
お 

け
る
最
大
の
缺
陷
で
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

と
に
か
く
こ
の
時
期
に'*
,
早
く
も
銀
行
預
金
は
玄
拂
苹
防
と
し
て
敗
く 

;
刹
用
さ
說
て
^
ち

-:
.
:叉
.兩
替
商
は
'
手
持
資
金
：の

僵 

. 

)

■/
■:
:̂

が
<
貸
附
枣
投
贊
を
麗
て
恥
た
。#

^
第

光

五

基

：
に
；
久

：
っ

そ

ぐ 

V
.
:局
は
、
：-兩
替
商
に
默
1̂
^
酷
$
敵
意
.を
狍
：̂<
よ
ぅ
^
な
ヵ
.
.:
'
あ
ら
ゆ
る
手
.

:

_
に
訴
え¥

®
を
彈
壓
:1
.ユ
ぅ
.史
し
た
^
か
か
：る
意
阈
の.下
•に
お
い
:
: 

::
'
:
-へ：で

、

『

當

局

は

か

靈

商
^

毀

し

め

預

金
^

^

/

毛
軍
い
罰
金
..に

處

す

る

と

：
い

ぅ

.暴

擧
.に
.出

た
.の
..で_あ
.つ
..た
.。
.诗

酷

なv
jの
. 

接

置

は

、
，
：
；
結

漏

恰

お

把

で

成

功

-1
>

1

^

-耷

他

勒

舍

通

芯

歡

商

：
め
：
徵

ゆ

：
へ

：
. 

急
速
に
減
少
し
て
婼
か
四
人
を
數
え
る
に
過
ぎ
な
い
程
の
退
潮
振
り
で
あ 

つ
た
の
で
あ
る
。

. 

、

.

.

.

.
• 

• 

> 

- 

• 
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.

.

.

.
こ
.'
.
'
.
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.
'
.
.
.
.
,
、
'
.
! 

.

.

.

へ

;
v

、
：
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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. 
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.
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.

.

.
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.
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i
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、
.
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,

結
論
。
中
1»
:
の
ブ
ル
|
ジ
ュ
1
は
、
と
に
か
ぐ
三
種
類
の
金
融
業
‘者
が 

い
，た
。
し
か
も
こ
の
三
稱
類
の
金
融
業
奢
は
、
旣
に
明
瞭
で
あ
っ
た
ょ
ぅ

. 

に
、
金
く
1

し
た
他
槐
を
特
っ
た
金
融
樂
齊
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

ロ 

ン

パ

ー

ド

人

は

、
王

と

し

て

質

榮

に

從

_
し
て
い
た
。
從
っ
て
銀
行
楽
の
發
、
 

•M
臾
上
に
お
妨
て
ロ-
详
ル
ボ
ま
が
恶
^
た
役
割
找
巧 

i

い
難
い
。■信
用
賢
を
通
じ
て
、
p

yパ
i
ド
人
は
、
，單
に
喊
貿
力
を
與

： 

砍
た
に
過
ぎ
な
い
。,'
ィ
>
リ
一
商
入
や
雨
替
滴
の
場
合
と
違
っ
て、
w v 

バ
I
ド
人
は
、te
M
力
を
增
し
は
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
-こ
れ
に
對
し

;
:冰
_

_
茨

^

馨

■

響

際

夏

載

リ

^

^

_の

肩

_
1

•欺
從
し
て
い
た
。
こ
の..ょ
ぅ
な
ィ
タ
リ
|
商
人
は
、
商
業
の
重
要
な
中
心 

地
に
、
预
金
振
替
銀
行
と
レ
て
の
機
能
を
持
.っ
茭
店
を
有
し
、
活
動
の
規 

模
に
和
い
て
餘
り
に
も
國
際
的
で
あ
っ
た
。
然
し
兩
替
商
の
仕
事

'は
、
，嚴
' 

，密
に
國
內
に

，限
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、

コ
ル
ヲ
ル
ド•ド
ゥ
•
ア
ル
ク
- 

も
ギ
ラ
ゥ
，ム•

ル
ヴ
~イ
二
ル
も
、
共
に
、

に

代

理

人

も

通

も

置 

い
て
は
い
な
い
0-
で
お
る
。

，

‘ 

：

，
 

然
し
、
新
大
陸
が
發
払
さ
れ
、
經
濟
生
活
に
お
い
て
國
際
贤
易
が
重
要 

な
意
味
を
持
.っ
ょ
ぅ
に
.な
る
と
"
最
辱
や
、
ブ
ル
I
、ジ
ュ
は
、
從
來
の
繁

中
11
1

,に

如
'^
る

金

融

取
9 1

ノ 

' 

■

:

:
:i

趣f

學

る

寶

名

が

襲

农

ぐ

な

っ：
^

-*
^

、
，
^

H

ィ
ン
河
が
航
行
不
能
に'陷
つ
た
こ
と
は
、
ブ
ルI
ジ

ュ

の
海
港
とし

て

. ' 

の
地
位
を
ハ
全
く
無
力
化
し
、
ダ
ル
ー
ジ
ュ
か
ら
、
往
時
の
歡
榮
を
鹉
っ

沱
し
涑
'っ
お
.。；編
_
檠
者
は
、
參

.ル
:.
1
:
.
ダ
ュ
\墓

り

：4 

，，
觀
ま
れ
た
躍
境
が
ら
國
際
海
港
と
し
て
枱
頭
し
來
っ
た
附
近
の
ア

y
ト
ワ 

'
Iブ
に
移
つ
，て
行
ひ'た
。
か
く
し
て
、
ア
ン
ト
ワI
ブ
に
お
い
て
は
、
早
.
. 

一
く
も
一
五
三
一
年.に
、
ブ
ル
ー
ジ
ュ
か
ら
移
動
し
た
商
人
を
含
め
、
弁
地
. 

か
ら
集
ま
つ
‘た
商
人
の
た
め
.に
、
國
&
的

な

規

横

嘉
ク
た
最
初
：の
取
引■ 

所
が
設
骽
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

—

世
界
商
業
の
#
賬

と

共

に

複

雜

化

.
し

た

金 

儺
取
引
が
、
スC
こ
に
お
い
て
.決
濟
さ
れ
て
い
た.わ
け
で
あ
る
が
、
然
し
、 

ブ
ル
ー
ジ
ユ
の
^
9 1

所
は
、
.物
音
も
な
く
、
_
論

も

な

く

ヴ

言

槃

を

'以

て 

ょ
'り
頭
の
合
圖
に
依
つ
て
、
信
じ
難
い
程
の
靜
か
さ
の
ぅ
ち
に
、
■世
界
中

.■
■
/
■
M
噪

卷

極

め

：
疼

と

藏

说

養

.w

_
.v
>

^

*

_-:
:
(
;
>
^

と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ず
べ
て
の,pi
の
■商
人
の
た
め
に
開
か
れ
た
こ
の 

取
引
所
を
通
じ
て
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ブ
竹
、
複.か
商

業

關

係

か

ら

百

：
犬

な

. 

I®

を
集
積
し
、
第
十
六
世
紀
の
ョ

ー

口
，ッ
パ
に
君
臨
す
る
》
と
が
出
來
た 

•の
で
あ
っ
允
。

\
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、
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